
第三章　本性論

　本性論は人間の本来の姿、すなわち堕落していない本性的人間を扱う哲学部門です。原相

論と存在論において述べられているように、人類は長い歴史の期間を通じて、人生と宇宙の

根本問題を解決するために苦悶してきました。特に今日、共産主義の消滅後の新たな混乱の

中で、南北問題、人種紛争、宗教紛争、領土紛争、不正腐敗の拡散、伝統的価値観の崩壊

による各種犯罪の蔓延など、数えきれない数多くの問題が、対立と葛藤、闘争と戦争に結び

つきながら、世界は混乱の渦の中に陥っているのです。このような問題は結局、「存在の問題」

と「関係の問題」に大別されるのですが、それはいかにして解決されるのでしょうか。

　一方、人類歴史の中には、現実の人間の姿に満足しないで、漠然とではありますが、人間の

本来的な姿があるだろうという考えから、彼らなりの解答を見出そうとした人たちがいました。彼

らはまさしく宗教家であり、哲学者たちでした。彼らは「人間とは何か」という問題に直面しなが

ら、いかにすれば本来の人間の姿を回復することができるか、その道を追求してきたのです。

　紀元前五世紀ごろ、インドのカビラ城に生まれた釈迦は、修道、苦行の生活を通じて道を悟

りました。すなわち、人間は本来、仏性をもっているにもかかわらず、無明によって煩悩に縛ら

れ苦痛に陥るようになったということを悟ったのでした。そして人間は修道生活を通じて本性を

回復しなければならないと説いたのです。

　イエス様も三十余年の生涯において、人生問題を深く探求した結果、人間は罪人であること、

そして神様の子であるイエス様を信ずることによって、再び生まれなければならないと説いた

のです。そしてユダヤの人々に向かって「天国は近づいた。悔い改めよ」と叫んだのです。彼

はパレスチナの各地を巡りながら、教えを広めるために全力を尽くしましたが、実権を握ってい

た当時の政治や宗教の壁を越えることができず、結局、十字架の刑に処せられてしまったの

です。

　ソクラテスは当時のポリス社会の末期的な混乱相を直視し、真の知を愛することが人間の真

の生き方であると説き、「汝自身を知れ」と叫んだのです。プラトンは善のイデアを認識すること

が最高の生活であるといったのです。そして、アリストテレスは人間を人間たらしめているのは

理性ですが、人間の徳はポリスにおける共同生活において実現されると考え、人間は社会的

動物（ポリス的動物）であるといったのです。ギリシアの哲学者の人間観は、おしなべて人間の

本質は理性であり、理性を十分に働かせれば、人間は理想の姿になるというものでした。

　中世時代において、キリスト教が西欧社会の人間の精神を支配しました。キリスト教の人間観

は、人間は罪人であり、イエス様を信ずることによって救われるというものでした。そのような立

場から見るとき、人間の理性は人間の救いと平和な生活の実現に役立たないと見なされること

もありました。ところが近代に至ると、再び人間の理性を重視する思潮が現れたのです。デカ

ルトは、人間は理性的存在であって、理性でもってのみ正しい知識を得ることができるといい、

「われ思う、ゆえにわれあり」（Cogito, ergo sum）という有名な命題を残したのです。そしてカン

トは、人間は実践理性の命ずる道徳的義務の声に従う人格的存在であるといい、人間は誘惑

や欲望に負けないで理性に従って生きるべきであると説いたのです。

　ヘーゲルも人間を理性的存在であると見ました。ヘーゲルによれば、歴史とは理性が世界

の中で自らを実現する過程であり、歴史の発展とともに、理性の本質である自由が実現される

と説いたのです。そのようなヘーゲルの説によれば、近代国家（理性国家）の成立とともに、人

間と世界は合理的な姿になるはずでした。ところが現実において、実際の人間は人間らしさを

喪失したまあｍであり、世界は非合理的な姿のままでした。

　このようなヘーゲルの極端な理性主義に反対したのがキルケゴールでした。キルケゴールは、

世界の発展とともに人間は合理的な存在になるというヘーゲルの主張に反対し、人間は現実

社会において、真の人間性を失った平均的人間にすぎないと主張したのです。したがって、

大衆から離れて、単独者として、主体的に人生を切り開くとき、初めて真の人間性が回復され



るとしたのです。そのように現実の人間を本性を失った人間としてとらえ、主体的に人間性を

取り戻そうとする考え方が、それ以後、実存主義思想として展開されました。それに関しては、

のちに述べられています。

　また、ヘーゲルの理性主義に反対して、人間を感性的人間としてとらえたのがフォイエル

バッハでした。フォイエルバッハによると、人間は類的本質である理性、意志、心情（愛）をもつ

類的存在ですが、人間はその類的本質を自ら分離して、対象化し、それを神様として崇めるよ

うになったというのです。そのようにして人間は人間性を喪失するようになった見たのでした。し

たがって、人間が本性（類的本質）を取り戻す道は対象化した神様を否定すること、すなわち

宗教を否定することによってのみ可能であると主張したのでした。

　そしてヘーゲルの自由の実現の思想から出発して、人間の真なる解放を主張したのがマル

クスでした。マルクス当時の初期資本主義社会において、労働者の生活は悲惨でした。彼ら

は長時間の労働を余儀なくされ、しかも最低の生活を維持するのも難しい程度の賃金しかもら

えなかったのです。労働者の間では病気と犯罪が蔓延しており、彼らは人間性を奪われてい

ました。一方、資本家は裕福な生活をしていましたが、労働者を無慈悲に搾取し、抑圧してお

り、彼らも本来の人間性を失っているとマルクスは考えたのです。人間解放に立ち上がったマ

ルクスは、初め、人間による人間性の回復というフォイエルバッハの人間主義から出発しました

が、やがて人間は類的存在であるのみならず、生産活動をする社会的、物質的、歴史的存在

であり、人間の本質は労働の自由であると考えるようになったのです。しかるに資本主義社会

において、労働者は労働生産物をすべて資本家に奪われており、労働そのものが自分の意

志ではなく資本家の意のままになっています。そこに労働者の人間性の喪失があるとマルクス

は考えたのです。

　労働者を解放するためには、労働者を搾取する資本主義社会を打倒しなくてはならない。

そうすることによって資本家もまた人間性を回復するとマルクスは考えたのです。そして、彼は、

唯物論の立場から、人間の意識を規定しているのは社会の土台である生産関係であると主張

し、資本主義の経済体制を暴力的に変革しなければならないと結論したのです。ところが、マ

ルクスの理論に従って革命を起こして成立した共産主義国家は、自由の抑圧と人間性の蹂躙

の甚だしい独裁主会となり、人間はますます本来の姿を喪失してしまったのです。これはマル

クスが人間疎外の原因の把握において、そして人間疎外を解決する方法において、大きな間

違いを犯したことを意味しているのです。

　ところで、人間の疎外は過去の共産主義社会だけの問題ではありません。資本主義社会に

おいても、個人主義と物質中心主義が蔓延し、ますます人間性は失われているのです。

　人間学がすべての学問と思想の根本であると考えたマックス・シェーラー（Max Scheler,1874

-1928）は、『哲学の世界観』の中の「人間と歴史」において、人間を思考する知性人（homo sa

piens）、道具を製作し使用する工作人（homo faber）、そして宗教人（homo religiosus）の三つ

の類型に分類しました。そのほかに人間を経済人（homo economicus）、自由人（homo liverali

s）、国家人（homo nationalis）などと見る立場もありました。しかし、それらはいずれも人間の姿

をとらえていなかったのです。

　このように、人間とは何であり、人生とは何であるかという問題は、人類歴史が始まって以来、

数多くの宗教家や哲学者たちによって、その解決が試みられたのですが、すべてが失敗に終

わったのです。そして人生を正しく生きようとしたが人生の意味が分からず、虚無な人生を悲

観して自殺した人も数多くいるのです。韓国の尹心悳、日本の藤村操などがその代表的な例

です。

　このような歴史的に未解決の人間の問題を根本的に解決しようと、その生涯をかけて歩んで

こられた方がいらっしゃいます。その方がまさに文鮮明先生なのです。そして文先生は、統一

原理において明らかにされたように、人間は、たとえ本来の姿を失って惨めな存在になってい



るとしても、本来、みな神様の子であると宣言されたのです。

　人間は神様に似せて造られましたが、人間始祖の堕落によって、神様とは関係のない存在

となってしまったのです。しかし神様のみ言に従って生きて、神様の愛を受けるようになれば、

本来の姿を取り戻すことができるのです。本章では、人間の堕落の問題や人間性の回復の方

法について論ずるのではなくて（それに関しては『原理講論』の「堕落論」と「復帰原理」を参照

してください）、ただ本来の人間の姿はいかなるものかを論ずることにします。人間の本来の姿

は神相に似た神相的存在であり、神性に似た神性的存在です。そして原相の格位性に似た

格位的存在です。次にこれらに関して詳しく論じられています。

一　神相的存在

　原相が性相と形状、陽性と陰性の普遍相、および個別相をもっているように、そのような原相

に似た本然の人間も、例外なく性相と形状、陽性と陰性の普遍相、および個別相をもっていま

す。このような存在を神相的存在といいます。まず性相と形状に似たという点について見ること

にします。

（一）　性相と形状の統一体

　人間が神様の性相と形状に似るということは、人間が心と体の二重体、すなわち性相と形状

の統一体であることを意味します。

　人間の性相と形状には四つの種類があります。まず第一に、人間は宇宙を総合した実体相

です。すなわち人間は性相と形状において、それぞれ動物、植物、鉱物の性相と形状の要素

をみなもっているのです。第二に、人間は霊人体と肉身の二重的存在です。第三に、人間は

心と体が統一を成している心身統一体です。そして、第四に、人間は生心と肉心の二重心の

統一体として、二重心的存在なのです。

　ここで人間が本来の姿を失ったという観点から見るとき、第四の生心と肉心の二重心的存在

というのが特に重要です。したがってここで扱う「性相と形状の統一体」は、まさに「生心と肉心

の統一体」と同じ意味になります。ここで生心と肉心が両者共に心であるにもかかわらず、生

心と肉心の関係を性相と形状の関係としたのは、生心は霊人体（性相）の心であり、肉心は肉

身（形状）の心であって、生心と肉心の関係は霊人体と肉身の関係と同じであるためなのです。

次に生心と肉心の機能について説明されています。

　生心の機能は真美善と愛の生活、すなわち価値生活を追求します。ここで愛は、生命の源

泉であると同時に真美善の基礎でもあります。したがって、愛を中心とした真美善の生活が価

値の生活なのです。人間の価値生活には自分自身が価値を追求して喜ぶという面もあります

が、価値を実現して他人を喜ばせるというのがより本質的な面です。したがって価値生活とは

「ために生きる」愛の生活、すなわち家庭のため、民族のため、国家のため、人類のために生

きる愛の生活なのです。そして究極的には神様のために生きるということなのです。一方、衣

食住と性の生活、つまり物質的な生活を追及するのが肉心の機能です。物質生活とは個人を

中心とした生活です。

　生心と肉心は本来、主体と対象の関係にあります。霊人体が主体であり、肉身が対象である

ためです。したがって肉心が生心に従うのが本来の姿なのです。生心と肉心が合性一体化し

たものが人間の心ですが、生心が主体、肉心が対象の関係にあるときの人間の心を本心とい

います。肉心が生心に従うということは、価値を追求して実現する生活を第一義的に、物質を

追及する生活を第二義的にするということです。言い換えれば、価値生活が目的であり、衣食

住の生活はその目的を実現するための手段なのです。そればかりでなく、肉心が生心に従い、

その機能をよく果たせば、霊人体と肉身は互いに共鳴するのです。この状態が人格を完成し

た状態、すなわち本然の人間の姿なのです。



　ところが人間が堕落したために、生心と肉心の本来の関係を維持することができなくなってし

まったのです。そのために衣食住の生活が目的となってしまい、価値生活は衣食住のための

手段となり、二次的なものとなってしまったのです。すなわち、人を愛することや真美善の行為

が、富を得るとか地位を得るなどの目的のためになされるようになったのです。今日、日常的

な人間生活において、価値生活が全くないのではありませんが、多くの場合、価値生活を自

己中心的な物質生活のための手段としているのです。それは肉心が主体、生心が対象になっ

たためです。

　このように生心と肉心の本来の関係が逆転してしまったのが人間の実態です。したがって人

間の本来の姿を回復するためには、この逆転した関係を元に戻さなければなりません。それ

が人間が修道生活をしなければならない必然的理由なのです。そのため今日、すべての宗

教において、まず自己の闘いに勝利せよと教えたのです。

　例えば孔子は「己れに克て礼に復る」（克己復礼）といい、イエス様は「自分の十字架を背

負って私に従ってきなさい」とか、「人はパンだけで生きるものではなく、神様の口から出る一

つ一つの言で生きる」と語られたのでした。そして自己との闘いに勝つために人々は断食、徹

夜祈祷などの修道生活を行わなければならなかったのです。

　そのように肉心を生心に屈伏させながら、真美善の生活を優先し、衣食住の生活をあとにし

て生きていくのが生心と肉心の統一です。しかし人間は堕落したために、肉心が生心を抑え

自己中心的な衣食住の生活を行うようになったのです。そしてそこから人間のすべての苦痛と

不幸が生じたのです。

　本心は生心と肉心が授受作用をして合性一体化したものです。それが神様の性相内の内

的四位基台に似た状態です。それゆえ本心の先次的な機能は、生心による愛の生活であり、

真美善の価値を追求する生活です。したがって人間はまさに愛的人間（homo amans）なので

す。価値の生活とは、真実の生活であり、芸術的生活であり、倫理・道徳的生活です。そして

本心の後次的な機能は肉心による衣食住の生活、すなわち物質的生活を追求することです。

（二）　陽性と陰性の調和体

　陽性と陰性は性相と形状の属性ですが、本性論でいる陽性と陰性とは陽性実体、陰性実体

としての夫婦のことをいいます。

　夫婦はいかにして生きるべきか、家庭はいかにあるべきかという問題は、古今東西を問わず

重要な問題でした。動物も、植物も、鉱物も、みな陽陰の結合によって存在し繁殖しています。

万物がそうであるなら、人間における陽陰の結合すなわち夫婦の結合も、単純な男女の肉体

的な結合であると見やすい傾向はあります。ですがそれは夫婦を生物学的な観点から見る立

場です。そのような立場に立てば、今日の先進諸国のように、男女が簡単に結婚して簡単に

離婚するというようになり、結婚の神聖性や永遠性は失われやすいのです。しかしそれは本来

の夫婦の姿ではありません。

　男性と女性はなぜ存在するのか、結婚は何のためにするのかという問題に対する真の解答

というものが今まではありませんでした。そのため一生、独身生活を貫くという人も少なくなった

のです。この問題に対して、統一思想は明瞭な答えを与えています。

　第一に、本然の夫婦はそれぞれが神様の陽性と陰性の二性性相中の一性を代表する存在

です。したがって夫婦の結合は、陽性・陰性をもつ神様の顕現を意味するのです。夫婦が神

様を中心として横的に愛し合うとき、神様の縦的な愛がそこに臨在するようになり、ここに愛の

相乗作用による生命の創造がなされるようになるのです。

　第二に、本然の夫婦の結合は神様の創造過程の最終段階であるため、それはまさに宇宙

創造の完了を意味するのです。したがってアダム・エバが堕落しなければ、アダム・エバの完

成とともに宇宙の創造は完了したはずだったのです。しかし、アダム・エバが完成しなかったた



めに、宇宙創造は完了しなかったのです。ですので、今日まで神様は再創造の摂理をなされ

てきたのです。再創造とは、堕落した人間をして、個性を完成せしめ、さらに夫婦として完成せ

しめるということです。人間は万物の主管主として造られましたが、男性一人では、あるいは女

性一人では、主管主となることはできないのです。夫婦として完成して、初めて人間は万物の

主管主となるのです。そしてその時、宇宙創造が完了するのです。

　第三に、本然の夫婦はそれぞれ人類の半分を代表する存在です。したがって夫婦の結合

は、人類の統一を意味するのです。すなわち夫婦においては、夫は全人類の男性を代表して

おり、妻は全人類の女性を代表しているのです。現在、世界の総人口は六十億人と言われて

います。したがって、それぞれ三十億人を代表する価値をもっているのが夫であり、妻なので

す。

　第四に、本然の夫婦はそれぞれ家庭の半分を代表する存在であり、したがって夫婦の結合

は家庭の完成を意味するのです。家庭において、夫はすべての男性を代表し、妻はすべての

女性を代表する立場であるからです。

　以上のような立場から見るとき、夫が妻を愛し、妻が夫を愛するということは、その家庭におけ

る神様の顕現と宇宙創造の完了を意味し、人類の統一と家庭の完成を意味します。このように

夫婦の結合は、実に神聖にして尊い結合なのです。

　ところで夫婦の調和は家庭的四位基台の形成を通じてなされます。家庭的四位基台の形成

とは、創造の時に人間に与えられた第二祝福の完成を意味するものですが、それは神様を中

心として人格的に完成した夫と妻が相対基準を造成し、愛と美を授け受けることによってなさ

れます。そのとき夫婦の一体化は、原相内の主体と対象の調和に似るようになります。すなわ

ち原相の自同的四位基台に似るのです。そして夫婦の子女繁殖は神様の人間創造に似てい

ますが、それは原相内の発展的四位基台に似ているのです。そのとき、夫婦はそれぞれ本心

に従って生きながら、互いに調和を成すのです。

　本心に従って生きるということは原相内の内的四位基台に似ることであり、互いに調和を成

すということは原相内の外的四位基台に似ることです。夫婦がそれぞれ完全に原相の姿に似

て人格者として成熟したのち、創造目的を中心として互いに愛を授け受ける授受作用を行うよ

うになれば、神様の愛がそこに臨在するようになります。家庭は夫婦の横的愛と神様の縦的愛

が合致するところだからです。そのように神様の愛を中心として完成した家庭が集まって社会

を成し、さらに進んで国家、世界をこの地上に立てるようになれば、それがまさに地上天国で

あり、神様の創造理想を完成した世界となるのです。

　原相論において明らかにしてきたように、神様の創造理想を完成した世界とは、本然の秩序

を通じて実現される愛の世界をいいます。ここで、秩序と愛に関して述べられています。人間

は宇宙の縮小体であるので、家庭も宇宙の縮小体です。そのとき、人間は構成要素から見た

宇宙の縮小体であり、家庭は秩序から見た宇宙の縮小体なのです。

　家庭が秩序から見た宇宙の縮小体であるということは、宇宙の縦的秩序と横的秩序に似て、

家庭にも縮小された形態としての縦的秩序と横的秩序があるということを意味します。家庭に

おける縦的秩序とは、祖父母→父母→子女→孫とつながる秩序のことをいうのであり、横的秩

序とは夫婦間そして兄弟姉妹間の秩序をいいます。愛はこのような秩序を通じて実現されま

す。そして愛には縦的愛と横的愛があるのです。縦的愛とは、父母の子女に対する下向愛と、

子女の父母に対する上向愛であり、横的愛とは、夫婦間の愛、子女相互間の愛などの水平愛

です。

　このような愛の基本形を土台として、縦的価値と横的価値の基本となる家庭倫理が成立しま

す。縦的価値とは、父母の子女に対する愛である慈愛であり、子女の父母に対する愛である

孝誠です。横的価値とは、夫婦間の愛である和愛であり、子女相互間の愛である友愛です。

こうして倫理は、家庭を基礎とする家庭構成員の相互間で守られなければならない行為の規



範となるのです（これに関しては、倫理論において詳細に論じられています）。こうした家庭倫

理を社会、企業、学校などに拡大したものが、それぞれ社会倫理、企業倫理、学校倫理であり、

隣人愛、民族愛、怨讐に対する愛、自然保護運動などは、みな家庭倫理を土台としたものな

のです。

　このような観点から、本性から見た人間観を一言で表現すれば、愛的人間となるのです。とこ

ろが堕落によって、人間は人格的に完成することができませんでした。そして未完成のアダム

とエバは、本然の夫婦となることができなかったのです。すなわち夫婦は神様の愛を中心とし

て一つになることができず、神様を喪失してしまったのです。そして宇宙創造は未完成の状態

のまま、今日まで続いてきたのです。

　今日、家庭問題や社会問題が深刻になっていますが、これらは夫婦の姿がみな本来的でな

いところにその原因があります。そのために家庭と社会が乱れ、国家と世界が混乱に陥ってい

ます。したがって夫婦が和愛によって調和を成して一つになるということは、まさに世界の統一

と直結する必須不可欠の前提条件となるのです。したがって夫婦の和愛の問題は、社会問題

や世界問題を解く鍵であるといえます。

（三）　個性体

　神様は宇宙の創造において、まず完成した人間を構想され、それを標本として実体対象とし

て被造世界を展開されました。したがって被造万物は原因者である神様の原相に象徴的に似

た個性体であり、人間は原相に形象的に似た個性体なのです。個性体とは、原相の個別相に

似た個性真理体という意味です。

　個性真理体は普遍相と個別相をもつ個体ですが、個別相に重点を置いて扱うときの個性真

理体を個性体といいます。個性体としての人間の個別相は、動物や植物とは違って、個人ごと

にその個別相が顕著であり、顔や性格などが人によって異なるのはそのためなのです。した

がって動物や植物においては種類別の個別相ですが、人間においては個人別の個別相な

のです。

　そのように神様が、人間に個人ごとに独特な個別相を与えたのは、人間一人一人から特有

の刺激的な喜びを得るためでした。したがって人間は、特有の個体をもって神様に最高の喜

びを返す最高の価値をもつ存在なのです。そのような個別相も人間の本性の一つなのです。

ところでこのような個別相は、次のような三つの側面において、人間の特性として現れます。

　第一の特性は、容貌上の特性です。世界に六十億の人間がいるとしても、同じ容貌や体格

をもつ人は一人もいません。第二の特性は、行動上の特性です。人間の行動の様式は一人

一人みな異なっています。行動は心の直接の現われですあｋら、容貌を形状の特性とすれば、

行動は性相の特性の現れであるということができます。第三の特性は、創作上の特性です。芸

術の創作だけでなく、創造性を発揮するすべての活動はみな創作の概念に含まれます。そう

いう意味で、創造性を発揮して一日を生きたとすれば、その一日の生活の足跡は一つの作品

となるのです。このような意味の創作もまた人によって異なるのです。そればかりでなく人間の

一生の足跡も、一つの作品（生の作品）なのです。

　したがって神様は、本性的な人間の一人一人の容貌を見て喜ばれ、行動を見て喜ばれ、ま

た作品を見て喜ばれるのです。神様が個々の人間を見て喜ばれるということは、個々の人間

が容貌や行動や創作でもって、神様に固有の美を返すことを意味します。それが個性美なの

です。したがって個性美とは、容貌上の個性美であり、行動上の個性美であり、創作上の個性

美なのです。

　父母が子女を見るとき、特性においてどの子も美しく愛らしいと思うものです。子女は父母の

表現体であるからです。同様に、神様が人間に対するときも、その人間の容貌、行動、創作活

動において、美しさを感じて喜ばれるのです。そのような人間の個性は、神様から来たもの、



すなわち神来性のものであるために尊いのです。人間が人間の個性を尊く思い、相互に尊重

しなければならない理由はまさにその点にあるのです。

　ところが人間の堕落によって、今日まで人間の個性は無視され、人権が蹂躙される場合が

多かったのです。特に独裁社会においては、なおさらそうでした。共産主義社会がその顕著

な例でした。共産主義は唯物論を根拠として、人間の個性を環境の産物と見て軽視したので

す。人道主義は人間の個性の尊重を主張しました。しかし、なぜ人間の個性が尊重されなけ

ればならないのかということに対して、人道主義には哲学的な答えがないために、哲学をもつ

共産主義の批判に耐えることができなかったのです。それに対して統一思想は、人間の個性

は偶然的なものではなく、環境の産物でもなく、神様の個別相に由来するもの、すなわち神来

性であるので、尊貴なものであるという確固たる神学的・哲学的根拠を提示しているのです。

二　神性的存在

　人間はまた神様の神性に似ています。神性には、全知、全能、心情（愛）、遍在性、生命、真、

善、美、正義、ロゴス、創造性などいろいろなものがありますが、その中でも重要なものを三つ

だけ扱っています。その三つは、現実問題の解決に特に重要な属性であるからです。それが

心情、ロゴス、創造性です。そのような三つの神性に似ているという側面から人間を見ると、人

間は心情的存在であり、ロゴス的存在であり、創造的存在です。これらに関して、次に詳細に

説明されています。

（一）　心情的存在

　心情は、原相論において明らかにしたように「愛を通じて喜びを得ようとする情的な衝動」で

す。心情はまた、「愛の源泉」であり、「愛さずにはいられない情的な衝動」であり、原相の核心

をなしています。したがって心情は、性相の核心となっているのです。そればかりでなく、心情

は神様において人格の核心でもあります。イエス様が「あながたの天の父が完全であられるよ

うに、あなたがたも完全な者となりなさい」（マタイ 5/48）といわれたのは、人間が神様の人格、

すなわち神様の心情に似るようにという教えなのです。

　人間においても、心情は人格の核心となります。したがって人格の完成は、神様の心情を体

恤するとき、初めて可能となるのです。神様の心情を体恤することによって人格を完成した人

間が、まさに心情的存在なのです。

　人間が神様の心情を継続的に体恤すると、ついには神様の心情を完全に相続するようにな

ります。そのような人間は、自然に人や万物を愛したくなります。愛さなければ、かえって心が

苦しくなるのです。堕落人間は、人を愛することを難しく感じますが、神様の心情と一致すれば、

生活そのものが愛となります。愛があれば持てる者は持たざる者に与えるようになります。愛は

自己中心的なものではないからです。したがって貧富の格差や搾取などは、自然に消滅する

ようになります。そのような愛の効果は愛の平準化作用に起因するのです。そのように人間が

心情的存在であるということは、人間が愛の生活を行う存在であるということです。したがって

人間は愛的人間（homo amans）なのです。

　心情は人格の核心なので、人間が心情的存在であるということは人格的存在であるというこ

とを意味します。それは心情を中心として生心と肉心が円満な授受作用を行うようになることを

意味し、さらに心情を中心として知情意の機能が均衡的に発達するようになることを意味しま

す。

　堕落した人間において、生心の機能が弱く肉心の機能が生心を主管している場合が多いで

す。また理性（知的能力）が非常に発達していても、情的に未熟であったり、善を行おうとする

意志力が乏しかったりする場合があります。しかし人間が神様の心情を相続して心情的存在

になれば、知情意は均衡的に発達し、また生心が主体の立場から肉心を主管しながら、生心



と肉心が円満な授受作用を行うようになるのです。

　心情はまた、性相の核心として、知情意の機能を刺激する原動力でもあります。知情意はそ

れぞれ真美善を追求する機能です。すなわち知は認識する能力であって、真の価値を追求し、

情は喜怒哀楽を感じる能力であって、美の価値を追求し、意は決意する能力であって、善の

価値を追求するのです。そしてこれらの価値の追求はすべて本来、心情を動機としてなされる

のです。知的活動によって真理を追究すれば、その成果は科学、哲学などの学問として現れ

ます。情的活動によって美を追求すれば、その成果は芸術として現れます。意的活動によっ

て善を追求すれば、その成果は道徳、倫理などとして現れます。

　政治、経済、法律、言論、スポーツなども、みな知情意の活動の成果です。したがって心情

は、知情意を中心としたすべての文化活動全体の原動力となるのであり、特に芸術活動の原

動力になっています。そしてこのような知情意の活動の成果の総合が、まさに文化なのです。

本然の世界においては、心情的な人間（愛の人間）が文化活動の主役になります。

　このように心情は、文化活動の原動力です。したがって人間が実現しなくてはならない文化

は本来、心情文化だったのです。それが真の文化であり、神様がアダムを通じて実現しようと

されたアダム文化であったのです。しかしアダムの堕落によって、心情文化は実現されず、今

日に至るまで利己心を基盤とした文化、すなわち知的活動、情的活動、意的活動が統一され

ない分裂した文化が築かれてきたのでした。

　例えば経済活動において、今日まで金もうけが最高の目的と見なされる場合が多かったで

す。しかし、本然の世界では、他の人々が貧しい生活をしているのに、自分だけ裕福な生活を

すれば心が苦しくなるのです。それでお金をたくさんもうければ、隣人や社会に施そうとするの

です。すなわち、企業活動を通じて神様の愛を実践しようとするのです。経済のみならず、そ

の他のすべての領域においても、人々は愛を実現しようとします。そうして、心情文化、愛の文

化が立てられるのです。そのとき、知的活動、情的活動、意的活動は愛を中心として統一され

るようになります。それが統一文化です。そのように愛の文化は統一文化なのです。

　今日まで人類は真の文化、恒久的な文化を実現しようと何度も試みてきましたが、結局は失

敗に終わってしまっています。人類歴史において、いろいろな文化が興亡盛衰を重ねてきた

事実が、そのことを証明しています。それは真なる文化、恒久的な文化がいかなるものか、分

からなかったからなのです。共産主義方式の中国の文化運動である「文化大革命」もその一

例です。唯物弁証法の立場から、労働を基盤とした文化が真なる文化であると見なして、行わ

れた文化革命でしたが、その結果、人間性の抑圧と近代化の遅れと経済の破綻を招いただけ

でした。真なる文化とは、心情を中心とした文化です。文先生が唱えている新文化革命とは、

まさにそのような心情文化の建設運動なのです。

　ここで文化と文明の概念に関して説明されています。知情意の活動の生活の総和を科学や

技術などの物質的側面から見るとき、それを文明といい、特に宗教、芸術などの精神的側面

から見るとき、それを文化というのです。しかし、人間の活動の成果を精神面と物質面に明確

に区別することは容易でないために、一般的に文化と文明を同じ意味で使う場合が多いので

す。統一思想においても、一般の場合と同様に、文化と文明を同一の意味で使用する場合が

多いです。

（二）　ロゴス的存在

　ロゴスという言葉は原相論において明らかにしたように、原相内において創造目的を中心と

した内的授受作用の産物、すなわち新生体を意味します。ここで、創造目的は心情が基盤と

なっているために、ロゴスにおいても心情がその基盤となっています。

　宇宙はそのようなロゴスによって造られており、ロゴスに従いながら運行されています。すな

わロゴスによって支えられているのです。そして人間もロゴスによって造られており、ロゴスに



従って生きるようになっているので、人間はロゴス的存在でもあります。

　ロゴスとは、これまでに述べたように、原相の性相において、目的を中心として内的性相と内

的形状が授受作用を行ってできた新生体ですが、内的性相の中の理性と内的形状の中の法

則が特に重要な働きをなしているので、ロゴスは理性と法則の統一体として理法になるのです。

したがって人間がロゴス的存在であるとは、人間が理法的存在であることを意味するのです。

ここにおいて、理性と法則の特性はそれぞれ自由性と必然性であるので、ロゴス的存在である

ということは、自由性と必然性を統一的にもっている存在であることを意味します。すなわち人

間は、自由意志に基づいて行動する理性的存在でありながら、法則（規範）に従って生きる規

範的存在なのです。

　今日、人間は自由なのだから、法則（規範）に従って生きるのは一種の束縛であるといって、

法則を否定する考え方が蔓延しています。しかし、真の自由は法則を守るところにあります。し

かも自ら進んで守るところにあるのです。法則を無視した自由は放縦であって、破滅をもたら

すしかないからです。例えば、列車はレールの上にあることによって、早く走ったり遅く走ったり

することができます。また前に進んだり、後に戻ったりすることもできるのです。ですが、レール

を外れると、列車は全く走れなくなります。すなわち、列車は軌道の上にあるとき、初めて自由

があるのです。軌道を外れると列車も破壊されるし、人間や家々にも莫大な被害を与えるので

す。

　それと同じように、人間も規範に従って生きるときに真の自由が得られるのです。孔子は『論

語』において、「心の欲する所に従えども矩をこえず」といいましたが、それは孔子が七十歳に

なって、ようやく自由意志と法則を統一した完全なロゴス的存在になることができたことを意味

するのです。

　人間はロゴス的存在であるので、法則に従おうとするのが本来の姿です。人間の守るべき法

則とは、宇宙に作用している法則、すなわち授受作用の法則のことです。ところで原相におい

てロゴスが形成されるとき、その動機は心情でした。したがって宇宙の法則は本来、心情を動

機としたものであり、愛の実現を目的としたものなのです。

　存在論で述べられているように、家庭は宇宙の秩序体系の縮小体です。したがって宇宙に

縦的、横的な秩序があるように、家庭においても、縦的、横的な秩序があります。縦的秩序と

横的秩序に対応する価値観が縦的規範（縦的価値観）と横的規範（横的価値観）なのです。

家庭における縦的規範とは、父母と子女の間における規範であり、横的規範とは、兄弟姉妹

の関係、および夫婦の関係における規範です。また人間には個人レベルとして守るべき規範、

すなわち個人的規範もあります。それは個人としての人格を完成し維持するための規範です。

（これらの縦的規範、横的規範、個人的規範については価値論と倫理論において詳しく説明

されています。）

　家庭におけるこのような規範は、社会や国家にそのまま拡大適用されます。結局、家庭の規

範は、社会や国家が守るべき規範の根本となっているのです。しかし堕落によって、人間はロ

ゴス的存在になれなかったのです。その結果、社会も国家も混乱状態に陥ってしまったので

す。人間がロゴス的存在としての本性を回復するとき、家庭も社会も国家も本来の秩序をもっ

た姿に帰ることができるのです。

（三）　創造的存在

　神様は、その創造の能力すなわち創造性によって宇宙を造りましたが、その創造の能力を

人間にも与えられたのです。それゆえ人間は、今日まで創造性を発揮して、今日まで科学や

技術を発達させてきたのです。

　それでは、創造性とは具体的に何なのでしょうか。神様の創造性は心情を基盤とした創造の

能力です。すでに原相論で明らかにしたように、宇宙の創造に際して、原相内部には次のよう



な二段階の授受作用が行われました。第一は、内的授受作用であり、第二は、外的授受作用

です。内的授受作用は心情によって立てられた目的を中心として内的性相と内的形状の間に

行われる授受作用であり、その授受作用によってロゴスが形成されました。そして外的授受作

用は同じ目的を中心として、ロゴスと形状（本形状）の間に行われる授受作用であり、その授受

作用によって被造物が生成したのです。この二段階の授受作用は、二段階の発展的四位基

台の形成を意味します。したがって神様の創造性とは、結局、この二段階の発展的四位基台

の形成能力、すなわち内的発展的四位基台および外的発展的四位基台の形成の能力なの

です。

　人間も同様に、何かを造るとき、まず目的を立てて、設計をしたり、構想を練ったりします。す

なわち内的授受作用を行うのです。そして次に、その構想に従って物を造ります。すなわち外

的授受作用を行うのです。神様が人間に創造性を与えられたのは、人間が心情に基づいて、

愛でもって万物を主管するためでした。主管とは、物的対象（自然万物、財貨など）や人的対

象を扱ったり治めることを意味しますが、特に万物主管は物質を扱うこと、すなわち管理、処理、

保存などを意味します。産業活動（一次産業、二次産業、三次産業）や政治、経済、科学、芸

術など、物質を扱う一切の活動は、みな万物主管に含まれます。神様の愛をもってこのような

主管活動をするのが本然の主管でした。すなわち人間が神様の創造性を完全に受け継いで

いたならば、これらの活動はみな神様の愛を中心として営まれるようになっていたのです。

　神様は人間を創造し、万物を治めよ、主管せよと言われました（創世記 1/28）。ところで、人

間が神様のみ言に従って万物を主管しようとするならば、万物を主管することができる主管主

としての資格を備えなければなりません。神様は大主管主であるために、人間を主管すること

のできる資格として創造性を備えていますが、同様に、人間も万物を主管することのできる主

管主としての資格を備えるためには、神様の創造性をもたなければなりません。したがって神

様は、人間に創造性をもたせるために、成長期間を置いて、人間が責任分担を完遂すること

によって人格的に完成するようにされたのです。それゆえ人間は、その成長期間を通じて完

成することによってのみ、神様の創造性を与えられ、万物を主管することのできる資格を得るよ

うになっているのです。

　ところで、本来、主管とは自分が造ったもの（自分のもの）を主管するのであって、他人が

造ったもの（他人のもの）を勝手に主管することはできません。したがって、万物の創造が終

わったあとに造られた人間は、そのままでは万物を主管することはできないのです。しかし、人

間は神様の子女として造られているために、また子女は成長すれば父母の権限を相続するこ

とができるために、神様はアダム・エバをして主管権を相続することのできる条件を立たせよう

とされたのです。その条件とは、人間も宇宙の創造遺業に参加したということと同一の価値の

条件をいうのであり、それがまさに人間が自らの責任分担のもとで自身を完成させることだった

のです。

　人間は万物を総合した実体相であり、小宇宙であって、人間一人の価値は宇宙の価値に匹

敵するものです。したがって、人間が自分の責任分担で自身を完成させれば、その努力は宇

宙を完成させたこと（創造したこと）と同一の価値の努力となるのです。それが、まさに神様が

アダム・エバに責任分担を果たすようにせしめられた理由であったのです。すなわち神様は、

アダム・エバに神様の創造の遺業に参加したという条件を立てさせるために、彼らが責任分担

を全うすることによって完成するようにされたのです。したがって、神様はアダム・エバの成長

期間において、善悪を知る木の果を取って食べてはならない」（性的関係を結んではならない

ということ：『原理講論』P103)という戒めを与えたのちには、彼らの行為に対して、一切、干渉さ

れなかったのです。もし干渉すれば、人間の責任分担を神様自らが無視する立場になり、未

完成なアダム・エバをして万物を主管させるという矛盾を招くからです。しかしアダム・エバは、

その戒めを守ることができなかったので、万物を主管する視覚を得ることができなかったので



す。

　その結果、人間は神様の創造性を受け継ぐことができなくなり、自己中心的な理性に基づい

た創造を行うようになったのです。それで個人レベルの創造の場合は自分の利益を先に考え、

家庭レベルの創造の場合には自分の家庭の利益だけを考え、国家レベルの場合は自分の国

家の利益だけを優先的に考えるようになったのです。そうして創造活動はほとんど自己中心的

になってしまったのです。また人間は、長い間、自然はどうなってもよいという考え方を持ち続

けてきました。その結果、自然破壊や公害が、殺戮兵器の開発など、様々な問題が生じるよう

になってしまったのです。

　それゆえこのような問題を解決するためには、人間が心情を中心とした本来の創造性を発揮

するようにならなければならないのです。心情が創造性の中心となるということは、愛を動機と

して創造が行われなければならないことを意味し、正しい価値観に基づいて創造活動がなさ

れなければならないということを意味します。したがって科学者は、科学者である前にまず価

値的な人間、すなわち人格者でなければならないのです。言い換えれば、倫理が自然科学の

基盤と成らなければならないのです。

　ところが近代以後、科学者たちは客観的な事実だけを探求し、一切の価値観を排除してきま

した。その結果、今日のような混乱状態となったのです。「科学の統一に関する国際会議」が

開かれる度に、文先生が科学者たちに価値観を扱うように強調されるのは、科学者たちが真

の創造性を回復するようになるためです。すなわち、「自然を愛し、人間の価値性を再考し、

すべての人類が愛し合い、そして愛の根源としての神様を探す」という前提の下に、科学者た

ちが真なる創造性をもつように願われたためです。

三　格位的存在

　人間はまた原相の主体と対象の関係性に似て、主体格位と対象格位をもっています。人間

はまず子女として父母の前に対象の位置にありますが、成長すれば父母となり、子女に対して

主体の位置に立ちます。また社会背快活においても、下位の職位から出発して次第に上位の

職位に上がっていきます。したがって人間は、まず対象格位にあり、次第に主体格位に移って

いくのです。

（一）　対象格位と主体

　対象格位は、主体の主管を受ける立場であると同時に、主体に喜びを返すことにその意義

があります。人間は、神様の喜びの対象として造られました。したがって、神様に対して対象格

位にある人間の生活の第一次的な意義は、神様を喜ばせるところにあります。

　そのように人間は、まず神様に対して対象の位置に立っているために、神様を代身する位置

に対しても対象格位に立つようになります。神様を代身する位置とは、例えば次のようなものが

あります。すなわち国民に対する大統領や国王、子女に対する父母、生徒に対する先生、部

下に対する上司、そして個人に対する全体などです。言い換えれば人間が神様の対象である

ように、国民は大統領や国王の対象であり、子供は父母の対象であり、生徒は先生の対象で

あり、部下は上司の対象であり、個人は全体の対象なのです。

　人間はいろいろな主体と関連を結びながら生きていくのですが、対象格位にある人間は主

体の主管を受ける立場にあるために、対象として主体に対する一定の心的態度が要求されま

す。それが対象意識です。まず神様に対する人間の対象意識は、神様に侍る心、すなわち侍

奉心と忠誠心です。国家に対する国民の対象意識は、忠誠心です。子女の父母に対する対

象意識は、孝誠心（孝行心）です。先生に対する生徒の対象意識は、尊敬心または服従心で

す。上司に対する部下の対象意識は、服従心です。全体に対する個人の対象意識は、奉仕

の心です。そしておのおの主体に対する対象の共通した対象意識は、温柔と謙遜、そしてた



めに生きようとする心です。

　ところで堕落世界において、歴史上、多くの独裁者が現れて、大衆の対象意識を利用しな

がら、あたかも真成る主体であるかのように振る舞って、国民の尊敬や支持を受けてきました。

例えば、ヒトラー、スターリン、毛沢東、チャウシェスクなどがその代表的な人物です。しかし、

偽りの主体は、たとえ一時的に大衆から歓迎されたとしても、結局は大衆の支持を失わざるを

えなくなるのです。それは、歴史が証明する事実です。

　人間は、神様の子女として創造されたため、神様に侍り、忠誠を尽くし、神様を喜ばせようと

する対象意識を、意識的、無意識的に心の奥深くにもっています。このような対象意識は、神

様のみ旨のためなら生命までも捧げようとする心さえ誘発するものです。宗教人たちの殉教精

神が、まさにその例です。偉大な指導者に従う者の中には、その指導者のためには生命まで

も喜んで捧げる場合がしばしばありますが、そのような例は、真の主体（神様の代身の立場）に

対する対象意識が極端に現れた例なのです。ところが一般大衆には、誰が真の主体なのか

分からない場合が多いです。そこで独裁者のような偽りの主体を真なる主体であると錯覚して、

盲目的に従い、その結果、人類社会に害悪を及ぼすのを助長するというようなことがしばしば

あったのです。したがって、真の主体を求めるということは難しいことではありますが、とても重

要なことなのです。

　対象意識は、価値の本質的な要素です。ところが今日の社会では、対象意識がほとんど麻

痺し、主体の権威が無視され、ここに主体と対象の秩序が消え、その結果、社会は混乱状態

に陥って倫理不在の状態になってしまったのです。したがって、社会倫理の確立のためには、

まず確固とした対象意識を立てる意識改革が何よりも必要なのです。

（二）　主体格位と対象

　主体格位は、対象を主管する位置です。本来、人間は成長して完成すれば、万物に対して

主体の位置、すなわち万物を主管する位置に立つようになります。ところで、ここでいう主体格

位は、人間対人間の関係における主体の位置のことをいいます。すでに述べられているように、

人間生活において主体の例には次のようなものがあります。家庭において父母は子女に対し

て主体です。学校では先生は生徒に対して主体です。会社では上司は部下に対して主体で

す。国家では政府は国民に対して主体です。また全体は個人に対して主体です。主体が対

象を主管するに際して、一定の心的態度が要求されますが、それが主体意識です。

　第一に、主体は対象に対して絶えず関心をもたなくてはなりません。今日、人間の疎外が社

会的に深刻な問題として提起されていますが、それは主体の位置にいる人たちが、末端の対

象に関心をもたないというところに起因しているのです。対象に関心をもたないということは、主

体が対象に責任をもたないことを意味します。そうすれば対象は主体に不信を抱き、主体に

従わなくなるのです。したがって主体には、主管する対象に忘却地帯があってはならないので

す。

　第二に、主体は対象を愛さなくてはなりません。一般的には、上司が部下に命令したり、対

象を支配するということが、主体意識のように考えられやすいのですが、本当はそうではありま

せん。真の主管とは対象を能動的に愛するということです。愛は幸福と理想、喜びと生命の源

泉であるために、主体が対象を愛するとき、対象は主体に忠誠を尽くし、服従するようになりま

す。したがって、神様が対象である人間を愛されるように、主体は対象を愛さなくてはならない

のです。

　第三に、主体は適切な権威をもたなくてはなりません。主体が愛をもって部下を主管（統率）

するとき、一定の権威なしに同情ばかりしたら、部下には、頼もしい上司というイメージが薄れ

ると同時に、緊張感がなくなり、働こうとする意欲が低下します。したがって主体は適切な権威

をもちながら対象を愛することが必要なのです。愛には、春のように温かい愛もありますが、冬



の冷たさのような厳格な愛も必要なのです。このような権威を備えた厳格な愛は、対象の主体

に対する信頼度と所属感を高め、上司への服従心と仕事に対する意欲を高めるのです。ここ

に「権威を備えた厳格な哀」とは、「愛を内包した権威」でもあります。

　このように、主体には一定の権威が必要ではありますが、過度の権威意識はかえって良くな

いのです。そのような権威には愛は宿ることはできないからです。過度に強く権威が働くと、部

下は萎縮して創造性を発揮できなくなります。上司が部下をしかっても、部下が有り難さを感じ

て、その叱責に従順になるような権威が真の権威であり、それがまさに愛を内包した権威なの

です。

　神様においてもそうです。神様は愛の神様でありますが、同時に権威の神様でもあられるの

です。例えば神様は、アブラハムが鳩と羊と雌牛の献祭に失敗したとき、アブラハムに息子イ

サクを生けにえとして捧げるように命令されました。そしてアブラハムがその命令に従順に従っ

てイサクを捧げようとしたとき、神様は「あなたが神様を恐れる者であることをわたしは今知っ

た」（創世記 22/12）といわれたのです。これは「今まで、あなたは私が恐ろしい権威の神様で

あることを知らないでいたので、それを悟らせるために、あなたの子供をいけにえとして捧げる

ようにしたのだ」という意味が含まれているのです。そのように神様は、人間が神様を愛の神様

と安易に考えたり、みだらに対することを決して願われないのであり、かえって恐ろしく思うこと

を願われる場合があるのです。神様は権威の神様であられるからです。

　最後に、万物に対する人間の主体格位について説明されています。すでに述べられている

ように、愛は心情を基盤としているために、人間が完成して神様の心情を相続すれば、心情を

基盤として神様の創造性を発揮し、万物を主管するようになるのです。すなわち神様の愛を

もって万物を主管するようになるのです。そのとき、人間は真の意味で、万物に対する主体格

位に立つようになるのです。

　ところでマルクス主義は、生産手段を国有化し、計画経済を行うようになれば、「人間は自然

にたいする真の意識的な主人になる」と言いました。計画経済を実施することによって、人間

は万物主管の主体格位に立つようになると見たのです。愛によってではなく、経済の改革に

よって人間が万物主管の格位に立つようになるというのです。しかし過去の数十年間、ソ連や

中国において、経済政策が失敗し、生産性の停滞などによって経済が破綻したのは、共産主

義が万物主管に完全に失敗したということなのです。それは、マルクス主義の物質主義的人

間観の限界を現すものであり、物質主義的な人間は万物に対して真の主体格位に立てない

事実を示しているのです。

（三）　連体意識と民主主義

　人間は社会生活において、実際は、同時に主体格位と対象格位に立っています。それは人

間が連体であるためです。そのように人間は主体格位と対象格位を兼ね備えた存在、つまり

二重格位をもった存在なのです。それを連体格位といいます。連体格位は二重目的、すなわ

ち全体目的と個体目的をもっています。例えば、職場において、部署の長（家長や部長）は部

下に対して主体格位にありますが、同時に、彼は自分の上司に対しては対象格位にあるので

す。職場において最高の主体の位置にある人であっても、神様に対しては対象格位にあるの

で、人間は厳密に言って、誰でも連体格位にあるのです。連体格位において取るべき心の姿

勢は、対象意識と主体意識を兼ね備えるということですが、これを連体意識といいます。

　先に述べられているように、人間はまず対象格位にあり、、次に主体格位に立つようになりま

す。したがって連体意識において、対象意識が優先されなければなりません。つまり主体意識

は、対象意識の基盤の上に立てられるのが本来の姿なのです。ところが堕落人間において、

人間は主体の位置に立つとき、概して主体意識を優先するようになります。その典型的な例が

独裁者たちです。独裁者たちは自分が最高であると考え、何でも自分の意のままにしようとし



ます。しかし本然の社会では、指導者はたとえ最高の位置にあったとしても、常に神様の前に

対象の位置にあることを意識し、謙遜さを忘れないのです。

　次に、民主主義における連体意識について考えてみます。民主主義の基本原理は多数決

主義と権利の平等の思想ですが、この権利の平等の思想はロック（J. Locked,1632-1704）の

自然権の思想に基づいています。ホッブス（T. Hobbes,1588-1679）においては、人間の自然

状態は「万人の万人に対する闘争」の状態でありましたが、ロックは、自然状態において自然

法が作用しているから、人間は自由で平等な状態にあると説明しました。そして自然状態にお

ける人間は、平等な自然の権利−生命、自由、財産に対する権利−をもつとしたのです。

　この自然権の土台となったのは、古代ギリシャの自然法（自然の定める普遍的な法）の思想

でした。この自然法のもとでの権利の平等の思想が、近代民主主義原則の成立の動機となっ

たのです。ここで権利の平等とは、個々人の権利の平等を意味するのはもちろんです。

　ところで平等の思想は、本来、キリスト教の「神様の前の平等」の思想からきたものです。すな

わち人間の平等な権利は、神様から与えられたものであり、国家から与えられたものではない

ということだったのです。そのような平等の思想が近代民主主義の成立の真の根拠になってい

ました。神様の前の平等とは「主体である神様の前における、対象としての人間の平等」を意

味するものでした。すなわち平等の思想は本来、対象意識の思想であり、したがって秩序意

識の思想であったのです。

　そのように民主主義は、本来、対象意識を基盤として出発したのでした。ところが、民主主義

が発達するにしたがって、神様は次第に人々の関心から消えるようになり、個人の権利が強調

されることによって、対象意識がなくなっていったのです。そして今日、人々は主とした主体意

識だけをもとうようになったのです。その結果、人間と人間の関係は主体意識だけをもつ人間

の関係、すなわち主体と主体の関係に変質してしまい、今日のような秩序不在の時代が到来

するようになったのです。主体と主体の関係は本質的に相克的な関係なのです。

　民主主義は成立後、かなりの間、比較的健全な発展を続けてきました。それはキリスト教の

精神によって、人々が神様の前での対象意識をもつことができたからです。ところがその後、

科学の発達と唯物思想の拡大の影響を受けて、キリスト教は世俗化していき、それとともに人

類の精神を指導する能力も消えていったのです。そのうえ、社会の急速な産業化とともに、価

値観は多元化していったのです。

　そのような社会環境の変化とともに、民主主義の権利の平等の思想は、神様の前での対象

の平等から、法の前での主体の平等の思想に変質していったのです。その結果、本来から

もっていた民主主義の主体と主体の相克的な要因が表面化して、種々の社会的混乱が現れ

たのです。これまでに述べてきたように、主体と主体との相互関係はお互いに相克の関係で

す。プラス電気とプラス電気が互いに排斥しあうのは、その例です。

　したがって権利の平等の思想は、キリスト教の愛のような調和機能がない限り、必然的に相

衝現象を起こすのです。今日、世界の至る所で起きている紛争、衝突、戦争、憎悪など、様々

な不和現象はすべて主体と主体間の相克作用の現われなのです。

　言い換えれば、民主主義の権利の平等の思想は初めから相克要因を抱えて出発したので

あり、したがって時が来れば、その相克作用は必ず表面化する宿命をもっていたのです。そし

て今日、潜在していた相克作用が表面化するに至っているのです。今日、すべての民主主義

社会において、殺人、強盗、放火、テロ、破壊、麻薬中毒、不正腐敗、性道徳の退廃、離婚率

の増大、家庭の崩壊、エイズの拡大、性犯罪の蔓延などが起きていますが、それらはすべて

民主主義の相克的要因に基づいて起きています。価値観の崩壊現象なのです。

　したがって民主主義社会の価値観の崩壊問題を解決する鍵は、再び対象意識を復活させ

ることです。そのためには人類の真の主体である神様を再び迎えなければなりません。そして

民主主義が出発した時の本来の精神、すなわち人間は神様の前に平等であるという思想に



帰らなくてはならないのです。したがって、現代の人々が神様を受け入れられるように、神様の

実在を合理的に証明することが何よりも必要となるのです。

　そして人々が神様を正しく信じるようになれば、上位者を尊敬するようになり、上位者も下位

者を愛でもって指導するようになります。そればかりでなく、政府は国民を愛するようになり、国

民は政府に忠誠を尽くすようになるのです。そうして神様を失った民主主義が神様を中心とし

た民主主義になるとき、今日の民主主義の病弊が根本的に解決されるのです。統一思想は

神様を中心とした民主主義のことを「天父を中心とした兄弟主義」ともいいます。これを簡単に、

「天父主義」または「兄弟主義」とも呼びます。父母のない兄弟はありえないし、兄弟を離れた

父母もありえません。すなわち全人類は真の父母である神様の真の愛を中心として、愛の兄

弟姉妹となるのです。

　最後に、万物に対する人間の主管について述べられています。神様は人間に三大祝福の

一つとして万物主管を命じられました。したがって、人間は堕落しないで完成したならば万物

の主管格位に立つことができたのです。万物主管とは、万物の霊長として人間が単に万物を

支配することを意味するのではありません。産業（第一次、第二次、第三次産業）活動をはじ

め、すべての経済活動、製造活動、技術活動がみなこの主管に属します。それでは、このよう

な万物主管における人間の心的態度はどうあるべきなのでしょうか。それは、万物に対して愛

の心をもつことです。それは温情をもって万物を大切にすることです。すなわち、愛によって万

物を扱い、治めるのです。そのような主管は、天道に従う主管であるために万物も喜ぶのです。

四　結論

　以上、説明したように人間は本来、神相的存在であり、神性的存在であり、格位的存在なの

です。これが「人間とは何か」という古くからの哲学的な問いに対する統一思想の解答です。

結論として、以上の人間の本性に関する理論を要約すれば次のようになります。

　①人間は神相に似た性相と形状の統一体です。

　②人間は神相に似た陽性と陰性の調和体です。

　③人間は神相に似た個性体です。

　④人間は神性に似た心情的存在、愛を実践する人格的存在、すなわち愛的人間（homo am

ans）です。

　⑤人間は神性に似たロゴス的存在、天道に従って生きる規範的存在です。

　⑥人間は神性に似た創造的存在、心情を中心とした万物主管主です。

　⑦人間は二重目的と連体意識をもった格位的存在です。

　このように偉大な内容をもつ貴く聖なる存在が人間の本来の姿なのです。その中でも、最も

本質的な人間の本性を挙げれば、人間は心情的存在であるということです。今日までの代表

的な人間観としては、理性を人間の本性であるとする知性人（homo sapiens）とか、道具を作っ

て使用することを人間の本性とする工作人（homo faber）などがありました。前者に属する人間

観がギリシャ哲学や近代合理主義哲学であり、後者に属する人間観がマルクス主義やプラグ

マティズムです。それに対して統一思想は、人間の本質は心情または愛であるとして、愛的人

間（homo amans）を主張するのです。

五　統一思想から見た実存主義の人間観

　本来の人間のあり方を追求した代表的な哲学者たちが実存主義者です。実存主義者によ

れば、人間は現実社会において、本来の姿を失って、絶望し、不安にとらわれている。そこで

彼らは、いかにしたら人間は絶望や不安から解放されるのかを、生涯をかけて追求したのです。

ここでは代表的な五名の実存主義者の主張を簡単に紹介しながら、統一思想の人間観と比

較してみることにします。そうすることによって、本性論の理解をより深めることができると思わ



れるからです。

（一）　キルケゴール

　キルケゴール（SΦren Kierkegaad,1813-55）は、人間とは何かと自問し、「人間は精神である。

精神とは何であるか。精神とは自己である。自己とは何であるか。自己とは自己自身にかかわ

る一つの関係である」と答えています。それでは、このような関係を肯定した者は誰でしょうか。

それは自己以外の第三者でなければなりません。それがすなわち神様であるというのです。し

たがって、本来的自己とは神様の前に立つ自己なのです。

　ところが、本来、神様と関係を結んで生きなければならない人間が、神様から離れてしまった

のです。そのいきさつは『不安の概念』の中に、聖書の創世記の物語を分析しながら、次のよ

うに書かれています。初めにアダムは平和と安息の状態にいましたが、同時にそれは不安（An

gst）な状態でした。神様がアダムに「善悪の知る木から取って食べてはならない」と告げられた

とき、アダムの中に自由の可能性が自覚されたのです。そしてこの自由の可能性がアダムを不

安に陥れました。そしてアダムが自由の深淵をのぞき見ることによって、めまい（Schwindel）を

感じて、自己にとりすがったのです。そこに原罪が成立したというのです。

　その結果、人間は自己自身に対する関係のうちに分裂が起こり、絶望（Verzweifelung）に

陥ってしまいました。ところが人間は、その絶望を外から自分の身に降りかかってくる何かのよ

うに思って、自分自身の力で絶望を取り除こうと努力します。けれども、それでは決して絶望を

取り除くことはできません。信仰によって、神様との関係を回復することによってのみ、本来の

自己関係を取り戻すことができ、絶望から逃れられえることができるのです。

　彼は「会衆は一切であって無である。あらゆる勢力のうちで最も危険なもの、そして最も無意

味なものである」といって、大衆の無責任さと良心のなさを批判したのです。そして人間が真の

人間性を実現するためには、非人間的な大衆の世界から離れて、単独者として、ただ一人で

神様の前に立たなくてはならないと主張したのです。そして、彼は、人間が本来的自己に帰っ

ていく段階を実存の三段階として次のように説明しました。

　第一の段階は、「美的実存の段階」です。この段階の人間は、ただ直接的に、あるがままに

感性的な要求に従って、機智をもって生きようとするのであり、この段階の人間にとって人生の

目的は享楽です。これはエロス的愛を追求する審美家、誘惑者の立場です。しかし、享楽の

瞬間は継続して反復することは不可能であり、結局は倦怠と不安にとらわれるのです。そこで

人間は挫折し、絶望します。しかし、決断によって次の段階に向かうというのです。

　第二の段階は、「倫理的実存の段階」です。この段階の人間は、良心を善悪の判断基準とし

て生きようとします。すなわち責任感と義務感をもって善良な市民として生きようとするのです。

しかし人間はいくら努力しても、全く良心に従って生きることはできません。そこで彼は再び挫

折し絶望するのです。そして新しい決断によって次の段階に向かうのです。

　第三の段階は、「宗教的実存の段階」です。信仰をもって、神様の前にただ一人で立つ段階

であり、そこで初めて人間は真の実存となるのです。この段階に入るには飛躍が必要です。そ

れは知性では理解することができない逆説（パラドックス）を信じることによって可能なのです。

例えば人倫に反する神様の命令に服従して、息子のイサクを供え物として捧げたアブラハム

の信仰や、永遠なる神様が有限な時間の中で受肉し、人間（イエス様）となって現れたというよ

うな、非合理的なことを信じるということなのです。そのような飛躍を通じて、初めて神様との関

係を回復することができるのです。アブラハムが人倫に反する神様の命令に服従して、息子イ

サクを供え物として捧げようとした行為を、キルケゴールは宗教的な生の典型と見たのです。

　そうして、神様を中心とした実存、すなわち本来の自己になった人間が、「自分を愛するよう

にあなたの隣人を愛せよ」というイエス様の言葉に従って、神様を媒介とした愛によって互いに

愛し合うとき、そのような「愛のわざ」によって、真の社会が成立すると彼は見たのです。



　統一思想から見たキルケゴールの人間観

　キルケゴールは、人間が神様から離れることによって、「自己自身にかかわる関係」に分裂が

起こり、不安と絶望に陥ったといいます。「自分自身にかかわる関係」とは、統一思想から見れ

ば、心と体、あるいは生心と肉心の関係ということができるでしょう。したがって「自己自身にか

かわる関係」に分裂が起きたということは、人間が神様から離れることによって、心と体が分裂

してしまったことを意味するのです。言い換えれば、本来的自己においては、神様を中心とし

て心と体が一つになっていたのです。それでは、いかにしたら心と体は一つになることができ

るのでしょうか。それは神様の心情を中心として、人間の生心と肉心が主体と対象の関係を回

復して、円満な授受作用を行うことによって可能になるのです。

　キルケゴールは、人間は単独者として神様の前に立つとき、絶対者（神様）に対して絶対的

な関係に立つといいます。この単独者は統一思想における人間の本性の「個性体」に相当す

る概念です。しかし彼は、単独者はなぜ絶対的なものであるかという説明をしていないのです。

統一思想から見れば、人間の「個性体」が絶対的なのは、人間が絶対者である神様の個別相

に似ているからです。このようにキルケゴールの「関係性」と「単独性」は、統一思想の「心と体

の統一的関係」と「個性体」の概念に相当するのです。

　しかし統一思想から見るとき、このような理解は人間の本性のすべてに対する理解ではあり

ません。人間の本性の最も本質的な側面は心情的存在です。また人間は単独者として、すな

わち個性体として神様の前に立つというだけでは不完全な理解です。男女が結婚して、夫婦

として神様の前に立つとき、初めて人間は完全なものとなるのです。人間は陽性と陰性の調和

体であるからです。人間はまたロゴス的存在でもあり、創造的存在でもあります。さらに主体性

と対象性を共に備えた格位的存在でもあります。単独者として、ひとり神様の前に立つという

彼の人間観は、真摯ではありますが、孤独で寂しいものとなっているのです。

　人間はなぜ、神様から離れるようになったのでしょうか。その原因が明らかにならない限り、

本来の自己、すなわち神様に創造された状態の人間に帰ることは不可能です。キルケゴール

は、アダムが自由の可能性からきた不安によって罪に落ちたと言いました。果たして、そうで

しょうか。統一原理によれば、自由や不安は堕落の原因ではありません。人間始祖アダムとエ

バは、神様のみ言を守らずに天使長の誘惑に従って愛の方向性を間違ってしまったのです。

すなわち彼らは非原理的な愛の力によって堕落したのです。アダムとエバが神様のみ言を守

らないで脱線しようとするとき、彼らの本心の自由は、神様の戒めを破ることに対する不安感を

生じせしめたのであり、その不安感は、かえって彼らが脱線しないように作用したのです。しか

し非原理的な愛の力はこの不安感を抑え、彼らが堕落線を越えるようにさせたのです。こうし

た堕落の結果、人類は神様から離れるようになり、そのため戒めを守らなかったことに対する

罪悪感と、神様からの愛の断絶によって、不安と絶望に陥るようになったのです。したがって堕

落の問題を正しく解決しない限り、人間の不安と絶望の問題は根本的には解決されないので

す。

　キルケゴールの神様の愛に関する概念も漠然としています。神様の愛とは、温情をもって対

象に対して無限に与えようとする情的な衝動である心情から生じるのであってその神様の愛が

地上に現れるときに、方向性をもつ愛として現れるのです。すなわち、まず家庭を基盤として

父母の愛、夫婦の愛、子女の愛、兄弟の愛などの分性的な愛として現れます。それがいろい

ろな方向に拡大されて、人類愛、民族愛、隣人愛、動物に対する愛、自然への愛などとして現

れるのです。そのように神様の愛には具体的な内容と方向性があるのであり、漠然とした愛で

はないのです。

　キルケゴールは、人間が本来の姿を回復するためには、大衆の虚偽と闘って神様に帰らな

ければならないと訴えました。それは社会の迫害や嘲笑に耐えながら神様にまみえようとした

彼自身の歩みを反映したものであり、真実な信仰者になるように当時の宗教者たちに訴えた



忠告でもあり、高く評価すべきと思います。

　彼は二十七歳の時、レギーネ・オルセンと婚約しましたが、結婚によって彼女を不幸に陥れ

るのではないかという不安のために、また恋愛よりも次元の高い理想的な愛を実現しようと、一

方的に婚約を破棄しました。そのために、彼は社会的に非難されることになったのですが、統

一思想から見るとき、彼は人格を完成した上で、神様を中心とした真なる男女の愛を実現する

ことを願っていたと見ることができます。本来の人間像を捜し出そうとしたキルケゴールの方向

性は、基本的には統一思想の立場と一致していたのです。

（二）　ニーチェ

　ニーチェの人間観

　キルケゴールは、人間は神様の前に立つとき本来的自己になると言いましたが、ニーチェ（F

riedrich Nietsched,1844-1900）はその反対に、神様への信仰から解放されるとき、人間は初

めて本来的自己になると主張したのです。

　ニーチェは、当時のヨーロッパ社会における人間の水平化、矮小化を嘆き、その原因をキリ

スト教の人間観にあると見たのです。キリスト教は、生を否定して禁欲主義を説き、人間の価値

を彼岸に置きました。また万人は神様の前に平等であると説きました。その結果、人間ははつ

らつとした生命力を失わせ、強い人間を引きずり下ろして、人間を平均化したと見たのです。

　そこでニーチェは「神様は死んだ」（God ist tot）と宣言し、キリスト教を攻撃したのです。キリ

スト教の道徳は、神様や霊魂という概念でもって生と肉体を抑圧し、生の現実を否定的に見る

ことによって、強い人間への道を閉ざし、弱者や苦しむ者に肩入れをしていると考え、彼はそ

のようなキリスト教の道徳を奴隷道徳と呼んだのです。そしてキリスト教的な愛の生活、精神的

な生活を退けて、本能による生活、生命が欲求するままの生活を全面的に肯定したのです。

　生命とは、成長しようとする力であり、発展しようとする力です。彼は「およそ生あるものの見

いだされるところに、わたしは力への意志をも見いだした。そして服従して仕えるものの意志の

なかにも、わたしは主人であろうとする意志を見いだしたのだ」といって、人間のあらゆる行為

の根底には、より強大になろうとする「権力への意志」（Wille zur Macht）が存在していると説い

たのです。そして、キリスト教の奴隷道徳に代わるところの、権力の大きさを価値基準とする君

主道徳（英雄道徳）を打ち立てたのです。彼は、善と悪の基準について次のように言っていま

す。

　善とは何か？　……権力の感情を、権力への意志を、権力自身を人間において高めるすべ

てのもの。

　悪とは何か？　……弱さから由来するすべてのもの。

　幸福とは何か？　……権力が成長するということの、抵抗が超克されるといことの感情。

　……

　弱者や出来そこないどもは徹底的に没落すべきである。これすなわち、私たちの人間愛の

第一命題。そしてそのうえ彼らの徹底的没落に助力してやるべきである。なんらかの背徳にも

まして有害なものは何か　−−すべての出来そこないや弱者どもへの同情を実行すること　−−

キリスト教。

　君主道徳による理想的人間像が「超人」（Ubermensche）です。超人とは、人間の可能性を極

限にまで実現した存在であり、権力の意志の体現者なのです。超人の可能性は、あらゆる生

の苦痛に耐え、生を絶対的に肯定するところにあるのです。生を絶対的に肯定するとは「一切

は行き、一切は帰る。存在の車輪は永遠にまわっている」という永劫回帰の思想、すなわち世

界は目的もなく意味もない永遠の繰り返しであるという思想に耐えることなのです。それはいか



なる運命にも耐えることを意味します。そしてそれは「必然なものを美としてみること」、「運命を

愛すること」によって可能であるといい、「運命の愛」（amor fati）を説いたのです。

　統一思想から見たニーチェの人間観

　キリスト教の極度な来世意主義によって、人間は現実の生活を尊重することがえきなくなり弱

体化したとニーチェは考えましたが、人間の本性を回復しようと苦悩したニーチェの真摯なる

努力は、それなりに高く評価されるべきと思います。ニーチェの主張は、キリスト教に対する一

つの讒訴であり、警告でした。すなわちキリスト教がその本来の精神から離れているとニーチェ

は考えたのです。ニーチェが見たキリスト教の神様は、高い所に座して、良いことをした者には

死後の復活を約束し、悪いことをした者には罰を与えるというように、審判の神様であり、彼岸

的な神様でした。しかしニーチェが非難したのはイエス様の教えそのものではなくて、イエス様

の教えを悲願主義に変えてしまったパウロであったのです。

　統一思想から見れば、神様は現世を否定して高い所にだけいます彼岸的な神様ではありま

せん。神様の創造目的は死後の世界における天国ではなく、地上天国の実現にあります。そ

して地上に天国が建設されるとき、地上で天国生活を体験した人々が、死後、天上天国を造

るようになっているのです。イエス様の使命も本来は地上天国の実現であったのです。した

がって、イエス様の教えをパウロが彼岸主義に変質させたというニーチェの主張には一理ある

といえます。しかし、ユダヤ民族の不信仰によってイエス様が十字架にかかることにより、救い

が霊的なものとなり、現世においては、人間は絶えず開くの主体であるサタンの侵入を受けざ

るをえなくなったのも事実です。だからパウロを非難するあまり、キリスト教そのものを否定し、

神様の死まで宣言することは誤りなのです。

　次に、すべての生あるものには権力への意志があるというニーチェの主張について検討しま

す。創世記に書かれているように、神様は人間に「すべてのものを治めよ」という祝福を与えら

れました。すなわち神様は人間に主管性を与えられたのです。したがって支配欲（主管欲）そ

れ自体は神様より与えられた人間の本性の一つです。この支配（主管）の位置は、統一思想

から見れば、人間の本性の一つである「主体格位」に相当するものです。しかるに主体格位の

ところで説明したように、本来の主管は愛による主管なのであって、力による主管ではありませ

ん。すなわち主管性を発揮する前提条件として、人間は神様の心情を中心として人格を完成

し、家庭生活において愛の倫理を実践しなければならないのです。そのような基盤を無視して、

ただ「権力への意志」だけを全面に出してしまったのです。そこにニーチェのまた一つの誤り

があったのです。

　ニーチェは、キリスト教の道徳は強者を否定する弱者の道徳であるといいましたが、決してそ

うではありません。人間が真の主管性を発揮するようになるために、キリスト教は真の愛を教え

ようとしたのです。そのために人間は、肉体の本能的欲望を通じて作用してくる悪の力と闘わ

なければならないのです。肉体の本能的欲望それ自体は悪ではありませんが、堕落人間は霊

人体の心霊基準が未完成の状態にあるために、そのような人間が肉体の本能的欲望に従っ

て生きると、悪（サタン）の力に支配されてしまうのです。霊人体の心霊基準が高まり、生心が

肉心を主管するようになるとき、初めて肉体の営みは善なるものとなるのです。

　ところがニーチェは、精神、愛、理性を無視し、肉体、本能、生命を重視せよと主張したので

す。すなわち人間の霊人体を無視してしまったのです。人間において霊人体を無視した場合、

何が残るのでしょうか。動物的な肉身だけが残ります。すなわちニーチェは人間を動物の格位

にまで引き下ろすという結果を招いたのでした。したがって、人間に強大になれということは、

それは猛獣になれということでしかありません。それは神様が創造しようとされた真なる人間の

姿ではありません。人間を本来の姿に導こうという彼の努力は高く評価されなければなりませ

んが、その方案が全く間違っていたのです。人間は「性相と形状の統一体」であり、性相が主



体、形状が対象であるのに、ニーチェは人間の形状面のみを重視し、性相的な面を無視した

のでした。しかしキリスト教信者たちが、イエス様が地上天国を実現しようとして来られたことを

知らないで、ややもすると、地上の生活を軽視する傾向があることに対してニーチェが警告を

発した点は、高く評価されてもいいと思います。

（三）　ヤスパース

　ヤスパースの人間観

　ヤスパース（Karl Jaspers,1883-1969）における実存とは、個としての自分に真に目覚めた人

間のあり方をいいます。すなわち「実存とは決して客観となることのないものであり、私がそれ

にもとづいて考え、かつ行動するところの根源であり……実存とは自己自身にかかわり、そう

することで超越者にかかわるものである」といいます。これは基本的にキルケゴールと同じ考え

方です。

　また超越者（Transzendenz）または包括者（Dsa Umgreifende）を見いだし得ない実存、すな

わち本来の存在を捜していく過程にある実存のことを「可能的実存」（mogliche Existenz）とい

います。一般的に、人間はいろいろな状況の中に生きている可能的実存ですが、その状況に

対処しながら能動的に生きていくことができるのです。しかしヤスパースは、死（Tod）、苦悩（L

eiden）、闘争（kampf）、負い目（Schuld）などの「われわれがのりこえることができず変更すること

ができないような状況が存在する」と指摘し、それを「限界状況」（Grenzsituation）と呼びます。

　人間は永遠に生きることを願いながら、誰も、死を免れることはできません。死は自己の存在

の否定です。また人生には肉体的苦痛、病気、老衰、飢えなどの苦悩があります。また人間は

生きる限り、闘争を避けることはできません。そして己の存在が他者を排斥するという負い目を

受けながら生きているのです。

　こういう限界状況において、人間は自らの有限性を自覚して、絶望し、挫折せざるをえない

のです。そのとき、この挫折をどのように経験するかによって、人間がどのような存在になるか

が決定するというのです。限界状況を逃げないで、挫折を直視し、黙々とそして誠実にそれを

引き受けるとき、「世界存在をこえて本来的に存在するものが感じられるようになる」のです。

　すなわち、それまで無意味なものと思われた自然の背後に、歴史の背後に、哲学の背後に、

芸術の背後に、超越者すなわち神様がいて、われわれを包容し、何かをわれわれに語りかけ

ていることが忽然と分かってくるのです。そのとき、超越者は直接的に現れるのではなく、暗号

として現れます。超越者、自然、歴史、哲学、芸術などを通じて、暗号として現れて、人間に語

りかけてくるのです。そして限界状況において挫折を体験した者が、その暗号を解くことができ

るのです。これを「暗号解読」（Chffredeutung）といいます。このようにして、人間は暗号を読み

取ることによって、ただ一人で超越者に向かって立つようになるのです。これがすなわち、人

間が真の自己の実存に目覚めるということなのです。

　そのようにして神様に出会ってから、人間は他人との交わりにおいて愛の実践を行います。

互いに対等の立場に立って、それぞれの自立性を認めながら互いに愛し合うのが、本来の人

間の生き方であり、他人との交わりを通して、実存が完成されるのです。ヤスパースは次のよう

にいっています。「一切の目的の意味に最終的な根拠を与えるところの哲学の目的、つまり、

存在を内的に覚知し愛を開明し安らぎを完成するという目的は、交わりにおいてこそはじめて

達成されるのである」。実存の交わりは、緊張の関係であり、愛の闘いです。

　統一思想から見たヤスパースの人間観

　ヤスパースは、人間は通常、また超越者を見いだしえない可能的実存であるが、限界状況

を通過することによって、超越者にかかわる実存、すなわち本来の自己になるといいます。し

かし、なぜ人間は通常、可能的実存として超越者から離れたままでいるのでしょうか。またなぜ



人間は、限界状況を通じるときに、超越者に出会うようになるのでしょうか。ヤスパースはそのこ

とについて明らかにしていません。しかし、そのことが明らかにされない限り、本来の自己とは

何かということも、またいかにして本来の自己を回復するかということも具体的に分からないの

です。

　統一原理によれば、人間は創造目的を完成するように創造されています。創造目的の完成

とは、三代祝福の完成、すなわち人格の完成、家庭の完成、主管性の完成を意味します。とこ

ろが人間始祖のアダムとエバは成長の過程において、神様のみ言を守らず、人格が未完成

のまま堕落したのであり、非原理的な愛を中心として夫婦となり、罪の子女を繁殖してしまった

のです。その結果、すべての人類は神様から離れるようになったのです。したがって、人間が

非原理的な愛を捨てて、神様に帰り、神様の愛を中心として創造目的を完成することが、本来

的自己の回復の道なのです。

　人間の本性は、人間が創造目的を実現するときに現れるようになっています。ヤスパースは、

キルケゴールと同様に、自己自身にかかわりながら超越者にかかわる存在となることが実存で

あると言ったのですが、それは統一思想から見るとき、三大祝福のうちの第一祝福である人格

完成だけを扱ったのです。すなわち人間の本性の「性相と形状の統一体」を扱っていたので

す。ヤスパースは他人との交わりにおいて愛を実践しなければならないといいますが、その愛

ははやり、キルケゴールの場合と同様に、漠然としていたのです。

　真の愛（神様の愛）は、温情をもって対象に限りなく与えようとする情的な衝動です。この愛

が家庭を通じて、四対象に向かう愛（父母に対する子女の愛、夫婦間の愛、子女に対する父

母の愛、子女相互間の愛）として分性的に現れます。その四対象の愛が基本となるとき、他人

との交わりにおける愛は円満になるのです。ヤスパースは実存の交わりは緊張の関係であり、

愛の戦いであるといいます。しかし統一思想から見るとき、愛の本質は喜びです。したがって

本来の愛は、決して緊張とか戦いとして表現される性質のものではありません。

　次の問題は、なぜ限界状況を通じることによって、人間は超越者と出会うようになるのかとい

うことです。ヤスパースは人間が限界状況に直面して、挫折を直視し、誠実にそれを引き受け

ることによって、神様に出会うといいます。しかし限界状況に直面して、挫折を誠実に受け止め

た人の中には、ニーチェのように神様からいっそう離れていった人もあり、キルケゴールのよう

に、神様にいっそう近づいた人もいます。なぜそのようなことが起こるのでしょうか。その理由は

ヤスパースの哲学では明らかにされていません。

　人間は神様のみ言を守らないで神様から離れてしまい、、悪の主体であるサタンの主管下に

置かれてしまいました。したがって無条件に神様のもとへは帰ることができないのです。何らか

の贖罪の条件（蕩減条件）を立てることによってのみ、神様のもとへ帰れるのです。したがって

ヤスパースの限界状況における絶望と挫折は、蕩減条件に相当するものであり、その条件が

全うされることによって、人間は神様に近づいていくのです。しかし、そのような限界状況にお

いて苦痛を耐え抜きながらも、「求めよ、そうすれば与えられるであろう。捜せ、そうすれば見い

だすであろう」（マタイ 7/7）とあるように、自らをむなしくして絶対的な主体（神様）を求めようと

する対象意識をもたなくてはなりません。自己中心的な主体意識だけをもっていたり、怨念や

復讐心を抱き続けている限り、いくら限界状況を通じても、神様に出会うことはできないのです。

　ヤスパースは挫折の暗号を解読することによって人間は超越者に出会うといいますが、暗号

解読によって知りえる神様は、象徴としての神様にすぎず、それだけでは神様の姿を理解す

ることはできないのです。神様の創造目的と人間堕落の事実を知り、信仰生活を通じて、神様

の三大祝福の実現に努めなければならないのです。そうすることによって、人間は神様の心情

を体恤することができ、真の実存（本然の自我）となるのです。



（四）　ハイデッガー

　ハイデッガーの人間観

　ハイデッガー（Martin Heidegger,1889-1976）は人間を「現存在」（Dasein）と規定しましたが、

近代の哲学のように、人間を世界に向かって立っている自我とは見なさなかったのです。現存

在は、現在そこにいる個々の人間の存在（Sein）のことをいいます。すなわち現存在は、世界

の中にあって、他の存在者と関係を結び、関心をもって自分の周りに気を配り、他人に気を使

いながら、生活しているのです。ハイデッガーは現存在のこのような根本的なあり方を「世界内

存在」（in-der-Welt-Sein）としてとらえました。世界の中にあるということは、人間はどこから来

て、どこへ行くのかも知らないまま、さいころのように世の中に投げ出されているということを意

味します。人間はこの地上に生まれようとして生まれたのではなく、あとで気づいてみると、この

世に投げ出されていたことを悟るようになったというのです。この状態を被投性（Geworfenheit）

または事実性（Faktizitat）といいます。

　人間は通常、日常生活において、周囲の意見や事情に自分を合わせていく間に、自己の主

体性を喪失していきます。これが本来の自己を喪失した、いわゆる「ひと」（Das Man）の立場な

のです。「ひと」は日常生活の中で、おしゃべりにふけり、好奇心のとりこにない、曖昧さのうち

に安住しています。これを現在の頽落（Verfallen）といいます。

　理由もなく世界の中に投げ出されている現存在は不安（Angst）の中にありますが、その不安

の由来を突き詰めると、結局、死への不安に至ります。しかし人間は、不安の中で漠然と未来

を待つのではなく、「死への存在」（Sein zum Tode）であることを積極的に受け止めて、真剣に

未来に向かって決意して生きるとき、本来の自己に向かうことができるのです。そのようにして、

人間は未来に向かって自ら自己を投げかける、すなわち自己の未来をかけるのであり、これを

投企（Entwurf）といいます。そして、このような現存在の性質を実存性（Existenz）といいます。

　そのとき、何を基準として自己を投げかけるのでしょうか。良心の叫び声（Ruf）であるというの

です。良心の叫び声とは、頽落せる自己から本来の自己に帰ることを求める内なる呼び声で

す。ハイデッガーは良心の叫び声について、次のように言っています。「この呼び声は疑いも

なく、世界のうちでわたしとともにあるところの他人からくるものではない。良心の呼び声は、わ

たしのうちから、しかもわたしを超えたところから現れるのである」。

　ハイデッガーはまた、現存在の存在の意味を時間性（Zeitlichkeit）において把握しています。

現存在のあり方は、投げかけるという面から見れば「自己に先だってある」のであり、投げ出さ

れているとういう面から見れば「すでになかにある」のであり、関心をもって環境に気を配り、他

人に気を使っているという面から見れば、存在者の「かたわらにある」のです。これらの三つの

契機を時間性に照らしてみると、それぞれ未来（Zukunft）、既存（過去）（Gewesenheit）、現在

（Gegenwart）に相当するのです。

　人間は世界から離れて孤立した自己に向かうのではありません。過去を引き受けながら、現

在の頽落から自己を救済するために、未来の可能性に向かって、良心の叫び声に耳を傾け

ながら進んでゆくのです。これがハイデッガーの時間性から見た人間観です。

　統一思想から見たハイデッガーの人間観

　ハイデッガーは、人間は世界内存在であり、本来の自己を喪失した「ひと」であり、その特性

は不安であるといいます。しかし、なぜ人間は本来の自己を喪失したのでしょうか、また本来の

自己はどのようなものかが、明らかにされていないのです。本来の自己に向かって、自らを投

げるというのですが、その目標とすべき人間像が不明であれば、間違いなく本来の自己に向

かっているのか確かめようがないのです。彼は良心の叫び声が人間に本来の自己に帰るよう

に導いているといいます。しかし、これは問題の解決とはいえません。人間は良心に従って生

きなければならないということは常識に属することであり、その常識的なことを、哲学的に表現



したにすぎないからです。神様を認めない世界では、結局、ニーチェのように本能的な生命に

従って生きるか、ハイデッガーのように良心に従って生きるか、そのいずれかを取るしかないの

です。

　統一思想から見るとき、良心に従って生きるだけでは不十分です。人間は本心に従って生き

なければなりません。良心は各自が善であると考えるものを指向しているため、人によって良

心の基準も異なるのです。したがって良心に従って生きるとき、本来の自己に向かっているか

どうかの保証はないのです。神様を基準とする本心に従って生きるとき、人間は初めて本来の

人間に向かってゆけるのです。

　ハイデッガーは、人間は漠然と未来を待つのではなく、真剣に未来に向かって決意するとき、

不安から救われるといっています。しかし、本来の自己の姿が明らかになっていないのに、どう

して不安から救われることができるのでしょうか。統一思想から見れば、不安の原因は神様の

愛から離れたことにあります。したがって、人間は神様に立ち返り、神様の心情を体恤して、心

情的存在となるとき、初めて不安から解放され、平安と喜びにあふれるようになるのです。

　彼は、死をも決意された死として受け入れるとき、死への不安が乗り越えられるといいます。

しかし、それでもって死への不安を解決したとはいえません。統一思想から見れば、人間は霊

人体と肉身の統一体、すなわち性相と形状の統一体であり、肉身を土台にして霊人体が成熟

するようになっています。人間が地上の肉身生活を通じて創造目的を完成すれば、成熟した

霊人体は肉身の死後、霊界で永遠に生きます。したがって、人間は「死への存在」ではなく

「永生への存在」なのです。それゆえ肉身の死は昆虫の脱皮に相当する現象にすぎません。

死の不安は、死の意義に対する無知からくるものであり、また自己の未完成を、意識的にせよ、

無意識的にせよ、感じとるところからくるものです。

　ハイデッガーはさらに、人間（現存在）は時間性をもつといいます。すなわち人間は過去を引

き受けて、現在の頽落から離れ、未来に向かって投企しなければならないといいますが、その

理由が明らかにされていません。統一原理によれば、人間はアダムとエバの堕落以来、血統

的に原罪を受け継いだだけではなく、先祖の犯した遺伝罪や、人類や民族が共通に責任を

持たなければならない連帯罪を背負っています。したがって人間は、そのような罪を清算する

ための条件（蕩減条件）を立てながら、本来の自己と本来の世界を復帰する課業を使命として

与えられているのです。

　この課業は人間一代において成就されるものではありません。子孫代々バトンを継承しなが

ら成されるものです。すなわち、人間は過去の先祖たちが果たしえないで残してきた蕩減条件

を引き受けながら、現在の私においても清算し、さらに未来の子孫に対して復帰の基盤を引き

継がせるのです。これが統一思想から見た、人間が時間性をもつことの真の意味です。

（五）　サルトル

　サルトルの人間観

　かつてドストエフスキーが、「もし神様が存在しなければ、どんなことでも可能であろう」といい

ましたが、サルトル（Jean Paul Sartre,1905-80）の哲学はまさに、そのような神様の実在に対す

る否定から出発したのでした。ハイデッガーが神様なき実存を主張しましたが、サルトルはさら

に一歩進んで、神様を否定する実存を説いたのです。彼は、そのことを「実存は本質に先立

つ」という言葉で表現し、次のように説明しています。

　実存が本質に先立つとは……人間はまず先に存在し、世界中で出会われ、世界内に不意

に姿をあらわし、そのあとで定義されたものだということを意味するのである。実存主義の考え

る人間が定義不可能であるのは、人間は最初から何ものでもないからである。人間はあとに

なってはじめて人間となるのであり、人間はみずからがつくったところのものになるのである。こ



のように、人間の本性は存在しない。その本性を考える神様が存在しないからである。

　道具は作られる前に、すでにその製作者によって、その用途や目的、すなわち本質が決定

されています。したがって本質が存在に先行するのです。同様に、もし神様が存在し、神様に

観念に基づいて人間が造られたのであるとすれば、人間においても、本質が存在に先行する

といえます。しかし神様を否定するサルトルにとって、人間の本質は最初から決定されていま

せん。人間は本質からでなく、無から出現したのです。

　次に彼は、「実存は主体性である」といいます。人間は無から現れた偶然的な存在であって、

誰によっても規定されません。したがって人間は自ら自分のあり方を計画し、自らを選択する

のです。それが彼のいう主体性の意味です。すなわち共産党員になろうが、キリスト教徒にな

ろうが、結婚を望もうが、自分自身で自分のあり方を選択するのです。

　サルトルによれば、このような実存の根本的性格は「不安」です。人間は自らを選択するので

すが、それは同時に、「各人はみずからを選ぶことによって、全人類を選択する」ことを意味し

ます。したがって、自分を選択するということは、全人類に対して責任を負うということであり、そ

こにわれわれの不安があるというのです。しかしながら、不安は行動を妨げるものではなく、か

えって行動の条件そのものであり、行動そのものの一部であるというのです。

　人間はまた「自由」な存在です。実存が本質に先立つ人間は、何ものによっても決定されず、

どんなことでも許されているからです。しかし自由であるとは、自己の行為について一切の責

任は自分にあるということであり、そのような意味で自由であるとは、人間にとって重荷であり、

「人間は自由であるように呪われている」のです。つまり人間は自由なるがゆえに不安なので

す。彼は次のように述べています。

　人間は自由である。人間は自由そのものである。もし一方において神様が存在しないとすれ、

われわれは自分の行いを正当化する価値や命令を目の前に見出すことはできない。こうして

われわれは、われわれの背後にもまた前方にも、明白な価値の領域に、正当化のための理由

も逃げ口上ももってはいないのである。われわれは逃げ口上もなく孤独である。それのことは

私は、人間は自由の刑に処せられていると表現したい。

　人間が主体であるとするなら、人間はその主体性を破棄せざるをえないし、そうするために

は主管されるべき対象がなくてはなりません。ところで存在には「即自存在」（etre-en-soi）と

「対自存在」（etre-pour-soi）があります。即自存在とは、それ自体においてある万物のことで

あり、対自存在とは、自己意識をもつ人間です。ここで人間が主体性を発揮するにあたって、

即自存在（万物）を対象とする場合は問題ありませんが、対自存在（人間）対する場合には問

題が生じます。私が主体性を主張のみならず、他人もまた主体性を主張するからです。

　人間が他の人間に対しているとき、その人間存在を「対他存在」（etre-pour-autrui）、すなわ

ち他者に対している存在であるといいます。対他存在の根本的構造は、「まなざしを向ける者」

となるか、「まなざしを向けられる者」となるか、あるいは「他者が私にとって対象である」か、「私

が他者にとって対象である」かという関係です。すなわち人間関係は絶えざる相克関係となる

のです。彼は次のように述べています。

　それゆえ、人間存在は、「他人を超越するか、もしくは、他人によって超越されるか」というこ

のディレンマから脱出しようとこころみても、むだである。意識個体相互間の関係の本質は共

同存在（Mitsein）ではなくて相克（conflit）である。



　統一思想から見たサルトルの人間観

　サルトルは、人間において「実存は本質に先立つ」といい、人間は自らをつくるといいます。

ハイデッガーも、同様に、人間は未来に向かって投企しなければならいといいますが、ハイ

デッガーの場合には、「良心の叫び声」が漠然とながらも、人間を本来の自己へと導いていま

した。しかしサルトルの場合には、本来の自己というものが完全に否定されているのです。これ

は神様から完全に離れてしまったことからくる当然の結果です。もし、サルトルの主張を受け入

れるならば、人間にとっては善悪の基準は完全になくなるでしょう。いかなる行為をしても、自

らの責任で決断したといえば、それだけで合理化されてしまうからです。そうなると人間社会は

倫理不在の社会とならざるをえなくなるのです。

　サルトルはまた「人間は主体性である」といいました。それに対して統一思想は「人間は主体

性であると同時に対象性である」こと、すなわち人間の本性は「主体格位」であると同時に「対

象格位」であるということを主張します。サルトルのいう主体性とは、自由に自らを選択するとい

うこと、また他者を対象化するということを意味しています。しかし統一思想のいう主体性は、愛

によって対象を主管する能力をいうのです。真の主体性を発揮するためには、人間はまず対

象性を確立しなければなりません。すなわち、まず対象格位に立ちながら対象意識をもたなけ

ればならないのです。このような対象格位の段階を経て成長または昇進し、ついには主体格

位に立ち主体性を発揮するようになるのです。

　さらにサルトルによれば、人間相互の関係は主体性と主体性の相克の関係、あるいは自由と

自由の相克の関係であるといいます。これはホップスの「万人の万人に対する闘争」に通じる

思想であって、明らかに、誤った主体観であり、誤った自由観です。このような主体観や自由

観によっては、民主主義社会の混乱を解決することはできません。人間が主体性と対象性の

両側面を備えるとき、それによって主体と対象の円満な授受関係が結ばれるようになるのです。

そのとき、初めて平和な世界が実現するのです。

　さらに、サルトルは人間は自由であるように呪われているといいます。しかし統一思想から見

れば、自由とは呪われたものではありません。自由は原理を離れてはありえず、原理の真の愛

を実現するための規範です。したがって真の自由は、愛を実現するための自由なのです。


